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　子どもは家庭や地域にとって大切な存在です。
おけとでは、子ども一人ひとりが健やかに大きく
成長できるように妊娠・出産から青少年期までの
子育てをさまざまなかたちで手助けする取り組み
を進めています。今回は町の主な取り組みと子育
て中のお母さんの声を紹介します。

11/22  子育て支援室「らっこルーム」の様子。楽しく遊んだ後は、みんなで焼き芋をいただきます。自分の出席カードにシールをぺたり。
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赤ちゃんが生まれるまで

赤ちゃんが生まれてから（新生児・乳幼児）

不妊治療費助成　　　　　　　　　　　　　　
　不妊治療・男性不妊治療費の一部を助成します。

妊婦健康診査助成
　妊婦健診の費用を助成します。

妊産婦通院交通費助成
　北見市内の医療機関を利用する妊産婦が妊産婦
健康診査と出産にかかる通院交通費の一部を助成
します。

母子健康手帳の交付
　妊娠がわかったら早めの申し出を。子どもの成
長を記録する大切な手帳を交付します。

マタニティスクール
　妊娠中の夫婦が対象です。赤ちゃんを迎えるた
めに子育てのお話や沐浴体験などを保健師や先輩
お母さんから学びます。妊娠・出産などの知識を
学び、不安の解消や妊婦同士の交流を図ります。

子ども医療費助成　　　　　　　　　　　　　　
　就学前の乳幼児は、入院と通院にかかる医療費を
助成します。小学校１年生から中学校修了までは入
院にかかる医療費を助成します。（所得制限あり）
【☎町民生活課医療給付係】

置戸町健やか子育て応援事業
　医療費助成制度の対象とならない小・中学生の
通院と高校生の入院・通院にかかる医療費の自己
負担を町内で使用できる金券で還元します。対象
医療費１円につき１ポイントを交付。500ポイン
トごとに500円相当の金券に交換します。
【☎地域福祉センター】

児童手当
　中学校卒業までの子どもを養育している方に支
給します。（児童の年齢などにより1万～1万５千
円、所得制限あり、所得制限以上は５千円）
【☎地域福祉センター】

チャイルドシート購入費の助成
　年齢に応じたチャイルドシート購入のため、
5,000円を助成します。
【☎置戸町交通安全協会】

チャイルドシートの貸し出し
　年齢に応じたチャイルドシートを1か月無料で貸
し出します。【☎総務課防災係】

新生児訪問
　保健師が早い時期にご家庭を訪問し、子育ての
情報提供や悩みをお聞きします。
【☎地域福祉センター】

紙おむつ用ごみ袋の助成
　平成30年４月以降に生まれた３歳未満の乳幼児
の保護者に対し、紙おむつを捨てるための町指定
ごみ袋180枚をお渡しします。※転入者は、転入
月より３歳の誕生前月までの月数に応じた枚数。
【☎地域福祉センター】

ファーストブックプレゼント
　赤ちゃんに絵本を読み聞かせ、心と言葉が豊か
に成長できるように２冊の絵本をプレゼント。絵本は
選書リストから保護者が選びます。【☎図書館】

産後ケア事業
　出産後、助産師に訪問または助産所でおっぱいの
ケアや子育てについて相談することができます。
【☎地域福祉センター】

妊娠、出産の不安や悩みをもつ未来のお母さんを手助けします。【☎地域福祉センター】

子育ては不安や悩み、お金がかかることも…健やかな子どもの成長のため、さまざまな面から手助けします。
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すくすくギフト
　親子のふれあいと乳児の健やかな成長を願い、
オケクラフトの食器セットを生後100日のお食い
初めの前にプレゼント。２年ごとにデザインを変
更するすくすくギフト限定品です。兄弟姉妹ごと
に違うデザインの食器を使っているご家庭も。現
在のモデルは３代目です。【☎森林工芸館】

すくすく子育てひよこクラブ
　月１回開催し、保健師が乳幼児の発育・発達を
確認、子育ての相談に応じます。離乳食の講話な
ど子育ての知識を学ぶことができ、参加者同士の
交流の場になっています。
【☎地域福祉センター】

ちびっこクッキング
　５歳児とその保護者を対象に、親子の交流と食
の大切さを調理実習などを通して学びます。
【☎地域福祉センター】

子育て支援室「らっこルーム」
　０歳～就学前の子をもつ保護者のふれあいの
場、相談など子育て世帯を手助けします。基本は
自由遊びですが、子育て講座やどんぐりの行事参
加など様々な活動を行っています。
　月～金曜日の９時30分から11時30分まで。
（どんぐり休園日・祝祭日は休み）一時預かり保
育も利用できます。（要予約）
【☎こどもセンターどんぐり】

認定こども園置戸町こどもセンターどんぐり

　保護者の就労や病気などにより、保育を必要とする場合の保育サービスの利用や保護者の就労状況
に関わりなく、３歳から５歳の子どもの教育・保育サービスの利用ができます。
　また、一時的に保育者の事情で家庭での保育が困難になった場合、一時預かり保育も利用できま
す。（生後５か月から小学校就学前）

町内在住の保護者は、保育料及び副食費（おかず代）が無料です
　※主食は持参になります。
【☎こどもセンターどんぐりまたは地域福祉センター】

子育て中のお母さんの声
子育て支援について聞きました

　11月某日、子育て支援室「らっこルーム」を訪ね

ました。利用者のみなさんに町の子育て支援につい

ての意見などをお聞きしました。担当の島真由美先

生は「お子さんの発育段階を知り、色んなお母さん

方とも話す良い機会。ぜひ、遊びにいらしてくださ

いね」と笑顔で話してくれました。

・町の子育て制度は手厚く、満足しています。

・‌�図書館では、子どもとゆっくり過ごすことがで

きます。周囲もやさしく見守ってくれます。

・�らっこルームはよく利用しています。らっこ

ルームの時間外や冬季はスポーツセンターのプ

レイルームで遊ぶこともあります。

・�毎日通える室内で遊ぶ場所が欲しいです。

・�あそびーばは、水遊びもできて良い場所です。

・�らっこルームは、夏休み・冬休み期間も利用で

きると助かります。

・妊婦健診の交通費をもらえたのが嬉しいです。
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青少年期の支援

バス通学費の助成　　　　　　　　　　　　　　
　通学生を対象に置戸～北見間のバス通学定期運賃
の3分の2を補助します。
【☎まちづくり推進室地域振興係】

置戸高校生対象
　　「福祉の夢」サポート奨学金
　高校卒業後、町内の介護・医療施設で一定期間
介護の業務に従事することを条件に、返還義務の
ない給付型奨学金を支給します。
【☎教育委員会学校教育課】

奨学金の貸与
　経済的な理由などにより大学等の就学が困難な方
に毎月の奨学金や入学準備金を貸し付けします。
【☎教育委員会学校教育課】

18歳の春旅立ち応援事業
　町内在住の0歳から18歳までの子ども一人につ
き、毎年1万円を積み立てし、満18歳になったと
き、進学・就職などの支援として子ども本人に祝
い金（最大18万円）を支給します。
【☎地域福祉センター】

放課後児童クラブ「くるみの会」
　就労などにより昼間保護者が不在で、放課後に
帰っても自宅でひとりになってしまう小学生を対
象に遊びや生活の場を提供し、健全な育成を図り
ます。
〇開設場所　置戸町児童センター
〇開設日時　午後１時30分から午後６時まで　
※土曜日、夏休み等は午前８時から午後６時まで
〇負担金　月額2,000円上限　
※おやつ代や土曜日利用負担分は別途かかります。　　
【☎教育委員会社会教育課】

ふるさと少年クラブ
　小学校４年生から６年生までを対象に、置戸の
さまざまなことを地域の方に教わり、学ぶ活動を
しています。【☎教育委員会社会教育課】

わんぱくクラブ
　小学校１年生から３年生までを対象に、遊びを
通してさまざまなスポーツに親しみ、心身の健全
な育成を図ります。【☎教育委員会社会教育課】

このほかにも夏休み・冬休み期間、小学生
の家庭学習を手助けする学習サポートや水泳、ス
キー教室などを実施しています。

進級・進学、日々成長しているおけとの子どもたちの生活と学習を町が手助けします。

■お問い合わせ

・地域福祉センターほのか … ………… ☎52-3333
・こどもセンターどんぐり … ………… ☎52-3851

・町民生活課医療給付係 … …………… ☎52-3315

・総務課防災係 …………………………… ☎52-3311

・まちづくり推進室地域振興係… …… ☎52-3312

・図書館 …………………………………… ☎52-3202
・森林工芸館 ……………………………… ☎52-3170

・教育委員会学校教育課 … …………… ☎52-3316

・教育委員会社会教育課… …………… ☎52-3075

・置戸町交通安全協会 … ……………… ☎52-3518

・�町外から転入し、知り合いがいなかったのです

が、ひよこクラブがきっかけで顔見知りにな

り、らっこルームにも遊びに行くようになりま

した。

・�大きい希望ですが、小児科が近くにあると、い

ざというとき助かります。

・�放課後児童クラブを利用している児童が多いの

で、利用していない家庭の児童でも、児童セン

ターで一緒に遊ぶことができるようになると良

いと思います。
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　４月に千葉県木更津市で起きた小学生死亡事
故、５月に滋賀県大津市で起きた園児死亡事故な
ど、子どもたちが被害にあう交通事故が全国的に
相次いでいます。
　このような中、置戸町は、認定こども園、道路
管理者、警察署と合同で、こどもセンターどんぐ
りの園児の散歩コースについて安全点検を実施し
ました。今後、点検により把握した危険な箇所は、
関係機関と連携し改善に向けて進めていきます。

　車を運転する皆さん、交通ルールを守り、子どもや高齢者などの歩行者に配慮
したやさしい運転を心がけましょう。

■地域福祉センター社会福祉係（☎52－3333）

歩行者に配慮した運転を心がけましょう
～どんぐり園児の散歩コース、安全点検実施～

郷土資料館入口付
近に歩道がなく、
園児が消防側に渡
るときに危険。

歩行者がいると
きは、横断歩道
手前で、車は停
車しましょう！

キッズゾーンの
表示がなく、横
断歩道もないた
め、園児の散歩
時に危険。

横断歩道が
なく、園児
の散歩時に
危険。

横断歩道がな
く、イベント
時の一般利用
が多く危険。

横 断 歩 道 が な
く、病院の患者
や高齢者等が横
断する。
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民生委員・児童委員を紹介します
　民生委員・児童委員は、暮らしの中で悩みや問題が生じた方に、同じ地域の住民という立場で相談を受
け、解決する機関へとつなぐパイプ役です。厚生労働大臣から12月に委嘱され、３年間15名の方が活動
します。民生委員は児童委員を兼任、また、児童に関することを専門的に担当する主任児童委員が２名い
ます。民生委員には守秘義務があり、相談内容を他人に漏らすことはありません。生活にお困りの方、身
近な支援者の少ない高齢の方、障がいのある方、子育てに不安のある方など、さまざまな「困りごと」を
持つ方の相談に乗りますのでご連絡ください。
　委員の氏名、連絡先、担当地区を紹介します。（敬称略）

会  長 長田　　保
☎55-2230
豊住・北光・北光
第二

柏崎　三枝子
☎53-2941
若松・新光

髙西　ヒロコ
☎53-2140
拓殖・林友

副会長 鈴木　良吉
☎53-2277
拓殖第二・拓実・
中里

菅原　治司
☎52-3703
緑栄・栄第一・心和

澤田　凉子
☎54-2298
勝山新生・勝山公新

由利　真弓
☎67-5778
秋田

飯田　優子
☎52-3731
協生・宮下

十河　一義
☎54-2155
安住・勝山第一・常
元

鈴木　喜代子
☎55-2123
境野中央・境野旭・
境野親交

植野　トミ子
☎52-3602
中央・本町・西町

道原　円佳
☎53-2270
全町
(主任児童委員)

畠中　清秀
☎55-2276
境野・川南・常盤

山崎　哲子
☎53-2824
若木

西岡　真由子
☎53-2156
全町
(主任児童委員)

事務局　地域福祉センター社会福祉係　☎52-3333
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■�町道まちなか通り線新設工事、完成
しました

　道道北光置戸線から
心和まちなか団地方面
へ通り抜けができるよ
うになりました。

■拓友橋修繕工事、開始します

　来年1月７日から3月6日までの間、町道林友
町通り線の拓友橋では、橋梁長寿命化修繕工事
のため車両、歩行者及び自転車が通行止めにな
ります。
　工事の進み具合や天候により、通行止め期間
は変更する場合があります。
　通行止め期間は、拓殖橋を迂回するルートを
通行するようご協力お願いします。
■お問い合わせ　施設整備課（☎52-3314）

役場・地域福祉センター・教育委員会
12月28日（土）～ １月５日（日）

各施設の休館日

○中央公民館

12月30日（月）～ １月４日（土）

○各地区公民館・秋田地区住民センター

12月30日（月）～ １月４日（土）

○ファミリースポーツセンター

12月30日（日）～ １月４日（土）

○げんき

12月28日（土）～ １月5日（日）

○図書館

12月29日（日）～ １月４日（土）

○オケクラフトセンター森林工芸館

12月30日（月）～ １月２日（木）

地域巡回バス運行業務の休業
12月28日（土）～ １月５日（日）

ごみ収集業務の休業

12月29日（日）～ １月５日（日）

一般廃棄物最終処分場の休業日
（粗大ゴミの自己搬入受け入れ）
12月31日（火）～ １月５日（日）
＊許可証の交付は12月27日（金）まで

その他
　婚姻届、死亡届出事務については、閉庁日に
関わらずお取り扱いします。

〈町民生活課長（自宅）☎52-3366〉
〈総務課長　　（自宅）☎52-3210〉

公共施設等の年末年始休業日のお知らせ

人 事 異 動 ９月１日付の置戸町職員の人事異動（新規採用）を
お知らせします。

■社会教育課

△

社会教育係兼社会体育係（社会教育主事補）　渡部　光一

北
見
警
察
署

置
戸
駐
在
所

菅
原
工
芸
社

地域福祉
センター

公住

公住
町道新設工事

公住公住

町道まちなか線工事完了、拓友橋1月工事開始・通行止め
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　町内のそば処いなだ屋と手打ちそば愛好会「無
口の手八丁」が、12月４日、町養護老人ホーム常
楽園と町特別養護老人ホーム緑清園で、恒例の
「年越しそば打ち訪問」を行いました。この日は
約16キロのそば粉を使い、集まった利用者さんを
前に８人のメンバーがそば打ちの実演を行いまし
た。打ち立てのそばは、昼食として振る舞われ、
大好評でした。

町老人ホームに手打ちそばの贈り物

TOPICS
11.25

第６次置戸町総合計画素案を答申

 第６次置戸町総合計画策定審議会が12月３日、
５つの基本目標と26の施策にまとめた同計画素
案を井上町長に提出しました。小野垣裕樹会長
は「15回の審議会の中、これからの10年間を考え、
議論を重ねてきた。町がチャレンジしていく姿勢
を持ち、新たなまちの魅力や流れを創り出すこと
や町民と行政が力を合わせたまちづくりを行って
いくこと期待します」と話しました。

TOPICS

Oketo

TOPICS
12.4
Oketo

12.3

　第41回全町女性交流集会が12月１日、中央公
民館で開かれ、講演や意見交換などを行いまし
た。講演では、スクールみゅう代表の黒須美雪氏が、
終活をテーマに講演。空き家対策や相続、お墓な
ど具体的な例を挙げ、「終活は、自らの人生の終焉
を考え、これまで歩んだ道をふりかえること。今
の自分を見つめなおし、これからの生き方を考え
るきっかけにしてほしい」と語りました。

　町の事務事業を町民の目線で検証する町行政評
価委員会が11月25日、平成30年度の外部評価報告
書をまとめ、井上町長に提出しました。町まち・
ひと・しごと創生総合戦略の政策分野の基本方向
ごとに検証され、①情報発信の重要性②クラフト
や食の特産品開発などの各分野と町民が連携した
町の拠点づくり③組織体制の見直し④人材育成の
取り組みの４点を町に推進するよう求めました。

町行政評価委員会が報告書を答申 終活について学ぶ、全町女性交流集会開催

Oketo
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■�今月号の表紙：11月22日、子育て支援室「らっこルーム」に遊びに来ていた10組のお母さんと子どもたち。子ど
もたちが健やかに育つよう地域も手助けします。大切な子育ての日々が、笑顔あふれる時間になりますように。

●世帯数　　1,423世帯（－５世帯）

●人　口　　2,840人（－５人）

●男1,321人（－５人）女1,519人（±０人）

令和元年11月30日現在（ ）内は10月末比

編
集
後
記

☆北海道日本ハムファイターズの選手が、
道内市町村で地域交流を図る「北海道179
市町村応援大使」プロジェクトをご存知です
か？11月24日、2020年の１年間、４市11町
３村のまちの応援大使を務める39選手が決
定。置戸町は、中田翔選手と清水優心選手が
応援大使に。来年が楽しみです。　　   祐○

喜
び
と
悲
し
み
（
敬
称
略
）

■お悔やみ申し上げます

○岡田　キヨ	 93歳	 豊住	 11/8

〇鈴木　好子	 96歳	 拓殖第二	 11/8

〇五十嵐　敏郎	 97歳	 中央	 11/9

○鈴木　豊子	 85歳	 緑栄	 11/10

〇後藤　幸一	 85歳	 宮下	 11/14

〇本間　文葊	 71歳	 新光	 11/14

〇坪澤　　満	 73歳	 拓殖	 11/24

〇北　　博明	 75歳	 勝山新生	 11/29

今月の担当

地域福祉センター
社会福祉係長

小島 敦志
地域福祉センター社会福祉係

（☎５２－３３３３）

置戸町の子育て支援
対策について

　近年、人口減少社会の到来と、地域の子育

て力の低下、保護者の就労環境の変化などに伴

い子どもと子育て家庭を取り巻く環境は大きく

変化しています。

　その中で、子育てをする親の負担や不安、孤

立感を感じている家庭も多く、国や地域をあげ

て社会全体で子ども・子育てを支援する、新し

い支え合いの仕組みを構築するということが時

代の要請・社会の役割となっています。

　このような中、置戸町では、様々な子育て支

援施策を実施しています。総人口は減少してお

りますが、出生数や子どもの数は横ばいで推移

していることから、一定程度の事業効果があっ

たと考えております。

　今年は、10月から国の幼児教育・保育の無

償化がスタートしましたが、国の法律では０歳

から２歳児の課税世帯の利用者負担額（保育料）

や副食費（おかず代）は有償になっていました。

　置戸町においては、総人口の減少に伴い町内

の様々な職種で慢性的な労働力不足が生じて

いることや、子どもを産み育てるには経済的負

担が大きいことで、理想の子どもの数をもたな

い方がいることなどが挙げられます。女性の社

会進出の推進や経済的負担の軽減などのため

に、有償になっている経費も町の独自事業によ

り無償化を図りました。

　今後は、保育環境の整備のために認定こども

園置戸町こどもセンターどんぐりの増築及び改

修事業をはじめとして多

様化する子育て世帯の

ニーズに即した取り組み

を進め、地域全体で子

どもを守り育てる環境

の整備を推進します。
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